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はじめに 
 

医師・研究者キャリア支援センター長 挨拶 

小宮根真弓 皮膚科学教授 

 

 

  

 

 

 医師・研究者キャリア支援センターは、2007 年に、女性医師支援センターとしてスタートし

ました。2012 年度からは、支援の対象を女性医師のみならず男女の医師・研究者、さらに職員

全体に拡大し、現在の医師・研究者キャリア支援センターとして活動しています。  

2016 年度より、当センターの活動を報告書にまとめております。当初は非常に簡素な報告書

でしたが、センター構成員の協力のもと、だんだん立派なものができるようになってまいりまし

た。2022 年度も、自治医大の職員全員が、より快適に仕事を続けていくことができるように、

職場の環境改善、職員のモティベーションアップ、働き方の改善を目指しています。  

2022 年度は、当センターが医師・研究者キャリア支援センターとして再発足以来 10 周年に

あたり（女性医師研究者支援センターから起算して 15 周年）、10 周年記念シンポジウムを開催

しました。これまでの活動を総括し今後の課題を見据える貴重な機会となりました。さらに、副

センター長の高橋将文先生（解剖学）の尽力により美しく装丁された 10 周年活動報告書を作成

することができました。  

Jichi Joy Café(JJC)は 2016 年度より、副センター長の石川由紀子先生（総合診療内科）が中

心 になって始めた活動です。2022 年度は「男性の育児休暇について」をテ－マに、キャリア

の継続と家庭の両立について情報交換し、働きやすい職場づくりを考えるための交流会を開催

しました。男性が育児休暇をとること自体がまだまれな事柄ですが、今後男性・女性の区別なく

育児に関与できるような環境づくりに尽力したいと考えています。 

また、職員を対象として、キャリア形成支援におけるニーズ調査を施行しました。この中で、

当センターの存在の認知度の低さが明らかになり、学内・院内での広報の不足を思い知らされま

した。今後は内外に向けての活動を皆様により認知していただける形で行っていきたいと考え

ています。  

保育ル－ム「あいりす」では、一時保育、病児保育、夜間保育等、これまで通り継続して行っ

ています。2022 年度も多くの利用者がありました。開園時間や利用料金など、今後改善すべき

点が多数ありますが、今後もより充実した支援体制・活動を目指してまいります。当センターを

最大限に活用していただければ幸いです。 
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2022 年度活動状況 

 

 次世代育成支援  

 

開設 10 周年記念シンポジウム 

 女性医師支援センターから始まった本学でのキャリア支援のこれまでを振り返り、これから

10 年のキャリア支援を推進するきっかけとするため、自治医科大学医師・研究者キャリア支援

センター開設 10 周年記念シンポジム「これから 10 年の自治医大キャリア支援に向けて－持続

可能なキャリア支援を目指して－」を開催した。 

 

日 時：2022 年 11 月 26 日（土）13:00～15:00 

場 所：医学部教育研究棟 1 階 講堂 

基調講演：中 西  友 子 氏（東京大学大学院農学生命科学研究科 特任教授） 

タイトル「植物の謎に魅せられて－私の歩んできた道－」 

講 演 1：永 井  良 三 学長 

タイトル「持続可能で多様な社会におけるキャリア形成」 

講 演 2：小宮根 真弓 医師・研究者キャリア支援センター長 

タイトル「医師・研究者キャリア支援センターの歩みと今後の課題」 

講 演 3：園 田  正 樹 氏（コネクテッド・インダストリーズ株式会社 代表） 

タイトル「医師・研究者のキャリアを支える病児保育」 

 

 本記念シンポジウムでは、石川由紀子副

センター長の司会進行のもと、川合謙介附

属病院長の開会挨拶に続き、中西友子先生

（東京大学大学院農学生命科学研究科特任

教授、星薬科大学前学長）の基調講演、小宮

根真弓センター長、園田正樹先生（コネクテ

ッド・インダストリーズ(株)代表、東京大学

医学部産婦人科学）、永井良三学長の講演が

あった。  

 研究者のキャリアにおける様々な経験、本学キャリア支援センターのこれまでの支援内容と

今後の展望、それぞれの時代の中でのキャリアの磨き方、さらに医師の働き方改革に伴う病児保

育の重要性など、今後の自治医大での持続可能なキャリア支援を構築していく上で極めて重要

な内容が紹介された。 

 最後に、大槻マミ太郎副学長の挨拶により本シンポジウムは閉会した。 
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 基調講演  「植物の謎に魅せられて－私の歩んできた道－」 中西 友子 氏 

 中西先生のご講演前半では、学位取得後

放射化学から生物学の道へ 180 度転換さ

れた経緯が紹介された。社会の男女不均等

を感じる中、企業でのバイオ部門の設置に

ともない動物細胞や植物細胞の培養を手

がけ、技術取得のために様々な方との出会

いがあったこと、さらにグループの人数が

増えるに従って人材育成や安全教育にも従事し、自身のキャリアを積んできたことが述べられ

た。ご講演後半では、大学に移動後に始めた植物における水と養分元素の放射線イメージング研

究の詳細と、その美しいデータが紹介された。 

 最後には福島放射能汚染の調査結果をまとめた著書が紹介され、調査活動における放射線植

物生理学の関心の高さに言及された。 

中西 友子 Tomoko Nakanishi 
Profile  

東京大学大学院農学生命科学研究科特任教授。理学博⼠。日本ゼオン(株)などを経て 

1987 年東京大学農学部助手。同助教授を経て 2001 年同教授。東京大学総長補佐、 

2016 年東京大学名誉教授。星薬科大学学長を経て星薬科大学名誉教授。猿橋賞、ヘ 

ベシー賞、日本放射化学会賞、原子力学会貢献賞、フランス国家功労勲章（シュバリ 

エ）などを受章。近年の著書に『土壌汚染』(2013)・『フクシマ土壌汚染の 10 年』 

(2021) がある。 

 

 講  演  「持続可能で多様な社会におけるキャリア形成」 永井 良三 学長 

永井学長の講演では、「持続可能」への考

えが述べられた。社会において持続可能性が

大きな問題になっているが、現状では様々な

不安を感じている。大学人として大事なのは

どのような考え方や気持ちを持ちながら仕事

をしていくのかであり、不安をいかに総合的

に持っていくかによって、結果としてそれが

キャリア形成につながるのではないかという

視点が紹介された。 

何を不安に思うかは人や時代によって異なり、起こった出来事をどう受け止めるかが、個人の

キャリアの作り方に反映されるのではないだろうか。 
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 講  演  「医師・研究者キャリア支援センターの歩みと今後の課題」 

 小宮根 真弓 医師・研究者キャリア支援センター長 

小宮根センター長の講演前半では、当センターのあゆ

み、柱となる 4 つの支援内容、さらに最近の学内教職員

の内訳や 10 年間での動向が詳しく紹介された。講演後

半では、今年度実施したキャリア支援ニーズ調査の結果

をもとに、育児支援のニーズの実態が紹介された。最後

に現在大学がかかえる課題や問題点を整理した上で、今

後 10 年のキャリアセンターの役割、使命、および支援体制をより充実させるためのプラン、そ

して組織を発展させるための多様性と持続可能性の重要性が述べられた。 

 講  演   「医師・研究者のキャリアを支える病児保育」 

園田 正樹 氏（コネクテッド・インダストリーズ株式会社代表） 

 園田先生のご講演では、自らの産婦人科医としてのご経験をもとに、病児保育を中心に医師が

どのようにキャリアを考えていけるのかという視点が紹介された。ご講演前半では大学病院勤

務医師の 88％が過労死ラインの 2 倍の時間外労働をしている現状や、間近に迫る 2024 年の医

師働き方改革で大きく変化する就業形態や勤務時間の詳細が述べられた。 

特に、就業時間の短縮に必ず必要なの

は男女問わず、短時間勤務医師の活躍

であることが強調された。 

 ご講演後半では病児保育の種類やニ

ーズを踏まえて、利用を簡略化するた

めのデジタル化や、少子高齢化の背景

とは逆に病児保育のニーズが多い現状

が紹介された。 

園田 正樹 Masaki Sonoda 
Profile  

新潟県糸魚川市出身。佐賀大学医学部卒。自治医大で初期研修（2008 年～2010 年）。医師

15 年目の産婦人科医（東京大学医学部産婦人科学教室）。安心して産み育てられる社会を実

現したいと考え、2017 年に Connected Industries 株式会社を創業。2020 年 4月、病児保育

支援システム「あずかるこちゃん」をリリース。事業以外にも、病児保育の調査研究や政策

提言に取り組む。成育医療等協議会委員に選出され、こども家庭庁の根拠法となる成育基本

法の基本方針を議論する。全国病児保育協議会調査研究委員会／病児保育広域利用プロジェ

クト委員会委員など歴任。 
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ベビーシッター派遣事業割引券の発行 

 2022 年度より教職員の育児と就労の両立を支援する

ため、『ベビーシッター派遣事業割引券』の発行を開始し

た。本制度は、内閣府の委託を受けた公益社団法人全国

保育サービス協会が行っている「ベビーシッター派遣事

業」を利用して実施。 

この割引券を利用してベビーシッターサービスを利用すると、1 日の利用料金から対象

児童 1 人につき最大 4,400 円（2,200 円×2 枚）の割引が受けられる。 

 

 地域医療従事医師支援  

卒後ワークライフバランスについて考える会 

（自治医科大学 地域医療推進課女性医師支援主催） 

[医学部]「卒後ワークライフバランスについて考える会 2022 in Jichi」が開催されました 

2022 年 6 月 18 日 (土） 

 平成 24 年度から開催している本会も、今回で 12 回目の開催となりました。例年、医学部学

生寮で開催しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年に引き続き、

Web 会議システム Zoom を用いて開催しました。今回は「地域医療とワークライフバランス～

それぞれのターニングポイント～」をテーマに本学卒業生の川又あゆみ先生（島根県 34

期）、菅谷涼先生（栃木県 37 期）よりご講演いただきました。 

 オンラインでの開催となりましたが、教職員、医学部学生などが多数参加し、卒業生の講演

を熱心に聴講しました。会の後半では意見交換を行い、学生と卒業生、また参加教員とで盛ん

な議論がなされ、交流を深めることができました。会の開始前には、卒後指導委員会女性医師

支援担当教員が学生寮に出向き、参加学生へお弁当を配付しました。また、本会は医学部同窓

会に協賛をいただいており、参加した学生全員にお菓子の差し入れをいただきました。この場

をお借りして、深く御礼申し上げます。 
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